
2023/05/31 12:29:43 / 22947806_日本食品化工株式会社_招集通知

表紙

上記事項につきましては、法令及び当社定款第15条の規定に基づき、書面
交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子提供措置事項記載
書面）への記載を省略しております。

第102期定時株主総会招集に際しての
電子提供措置事項

会 社 の 体 制 及 び 方 針
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書
個 別 注 記 表
（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
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会社の体制及び方針

会社の体制及び方針
業務の適正を確保するための体制の決議の内容
　当社は2023年3月31日開催の取締役会において業務の適正を確保するための体
制について次のとおり決議しております。
⑴ 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制
①複数の社外取締役の選任と執行役員制度を通じて、監督と職務の執行の分離を
行うとともに、取締役会の監督機能の強化を図る。
②法令、定款及び社内規程を順守し、社会倫理に適合する誠実な行動をとること
を職務遂行における最優先事項と位置付け、職務遂行にあたり順守すべき基本
的事項を定めた「役職員行動規範」を堅持し、取締役及び使用人への周知を図
る。
③財務報告の信頼性確保に必要な内部統制を構築し、適切に整備・運用するとと
もに、定期的に評価する。
④コンプライアンスオフィサーを委員長とするコンプライアンス委員会におい
て、コンプライアンスに関する重要事項の審議並びに法令順守体制の整備、見
直し及び維持を行う。
⑤内部監査室によるモニタリング及び内部通報制度の導入により、コンプライア
ンス違反を早期に発見し、適切な是正措置及び再発防止策を講じる。
⑥市民社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力とは一切の関係を持たず、
各自治体（都道府県）が制定する暴力団排除条例に従い毅然とした態度で対応
する。

⑵ 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
①取締役の職務の執行に係る情報は、法令及び関係規程に基づき、各担当部署に
適切に保存及び管理させる。
②上記情報の保存及び管理は、取締役が常時閲覧可能な状態で行う。
⑶ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
①各リスクの管理責任者が子会社を含む事業活動に伴うリスクを洗い出し、分析
及び対応策を策定するとともに、リスク管理委員会を設置し、全社的なレベル
から分析の上、その対応策を整備する。
②重大な危機が発生した場合は、危機対策本部を設置し、危機管理マニュアルに
従い適切に対応する。
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⑷ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
①取締役会は、業務執行の決定の一部を取締役に委任する。また、権限に関する
規程に基づき、執行役員を含む使用人への権限委譲を行うことで、効率的な職
務執行を行う。

⑸ 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保
するための体制
①親会社及び子会社との取引の実施及び取引の条件等については、特に公正性及
び合理性に留意して職務執行を行い、定期的にそれが保持されていることを確
認する。
②子会社の主管部署を定め、子会社の経営上の重要事項に関しては、当社の事前
承認を要する事項や当社への報告を要する事項を取り決める。
③子会社には原則として取締役及び監査役を派遣し、子会社において職務執行の
監督及び監査を行う。

⑹ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
①監査等委員会の職務を補助する直属の監査等委員取締役補佐及び内部監査室を
置く。

⑺ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人の他の取締役（監査等委員
である取締役を除く。）からの独立性並びに当該取締役及び使用人に対する監
査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項
①監査等委員取締役補佐及び内部監査室所属員（以下、併せて「補助使用人」と
いう。）は、専ら監査等委員会の指揮命令に基づき職務を行い、委員会の事前
同意を得た場合を除き、監査等委員以外の取締役及び使用人からの直接的指揮
命令は受けない。
②補助使用人は、監査の実効性の確保の観点から、その経験、知識、能力等を考
慮して人選する。
③補助使用人の人事評価は監査等委員会が決定し、人選、異動、処遇等は、監査
等委員会の同意を得て実施する。
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⑻ 当社の取締役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が監査等委員会へ
報告するための体制
①取締役及び使用人は、法定事項その他の定められた監査等委員会への報告を適
時に実施するとともに、監査等委員会の求めに応じて報告を行う。
②取締役及び使用人より内部通報制度に基づき通報があったときは、遅滞なく監
査等委員会にその内容を報告する。

⑼ 監査等委員会に報告した者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを
受けないことを確保するための体制
①監査等委員会に報告した者に対して、報告したことを理由に不利益な取扱いを
行うことを禁止する。
②内部通報制度によって通報した者に対して、通報したことを理由に不利益な取
扱いを行わないことを定め、周知するとともに適切に運用する。

⑽ 監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当
該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
①監査等委員の職務の執行に必要と認められる費用やその前払等の請求があった
ときは、当該請求が適正でない場合を除き、速やかにこれに応じる。
②緊急又は臨時に支出した費用、外部専門家の助言を受けるための費用及びその
役割・責務に対する理解を深めるための知識の習得・更新のための研修費用等
について請求があった場合にも適切に対処する。

⑾ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
①監査等委員会が選定する監査等委員（以下、「選定監査等委員」という）及び
監査等委員取締役補佐は、必要があると認めたときは、執行役員会他の重要な
会議に出席することができる。
②選定監査等委員及び監査等委員取締役補佐は、稟議書他の業務執行に係る重要
な文書をいつでも閲覧することができるとともに、必要があると認めたとき
は、取締役及び使用人にその説明を求めることができる。
③監査等委員会又は監査等委員が、取締役、使用人及び会計監査人と定期的に情
報交換できる機会を確保する。
④監査等委員会の監査等基準及び監査等計画を尊重し、監査が円滑に実施できる
環境の整備に努める。
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業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は2022年3月31日開催の取締役会において監査等委員会の職務の執行に必
要な事項を含む業務の適正を確保するための体制について決議しておりますが、そ
の運用状況の概要は以下のとおりであります。
⑴ 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するため
の体制
　社内研修等を通じて「役職員行動規範」等の規程の社内への周知徹底を図ると
ともに、財務報告に係る内部統制を含む内部統制システムについて、内部監査室
が計画的に監査を実施し、必要に応じて是正措置及び再発防止策を講じておりま
す。また、コンプライアンス委員会を開催し、各部署における法令順守状況の確
認やコンプライアンス事案の検討を行っております。
⑵ 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役会議事録等、取締役の職務の執行に係る情報は、社内規程に従って適切
に保存及び管理しております。
⑶ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　リスク管理委員会を開催し、事業活動に伴う各種リスクの管理状況及び新たな
リスクへの対応方針等について確認・審議しております。また、重大な危機が発
生した場合を想定した危機管理マニュアルを策定し適切に対応するための体制を
整備しております。
⑷ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
　取締役会決議によって重要な業務執行の一部を取締役に委任し、効率的な意思
決定を行っております。また、取締役会では、経営上の重要な案件についての審
議を中心に運営し、各取締役が管掌する職務の遂行状況の報告を行っておりま
す。
⑸ 当社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保
するための体制
　取締役会において、親会社との取引条件等が当社の利益を害するものではな
く、公正かつ合理的なものであることを確認しております。
⑹ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
　監査等委員会の職務を補助する直属の監査等委員取締役補佐1名及び内部監査
室（5名）を設置しております。
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⑺ 監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人の他の取締役（監査等委員
である取締役を除く。）からの独立性並びに当該取締役及び使用人に対する監
査等委員会の指示の実効性の確保に関する事項
　監査等委員会の職務を補助する監査等委員取締役補佐及び内部監査室所属員
（以下、併せて「補助使用人」という。）は監査等委員以外の取締役や使用人の
指揮命令を受けない立場にあり、補助使用人の人事評価は監査等委員会が決定し
ております。また、実効性確保の観点から知識・経験等を考慮して人選され、異
動、処遇等は監査等委員会の同意を得て実施しております。
⑻ 当社の取締役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が監査等委員会へ
報告するための体制
　法定事項をはじめとした重要事項や監査等委員会が求める情報については、取
締役又は補助使用人が適時に監査等委員会に報告しております。また、内部通報
制度を利用した通報については、速やかに監査等委員会に報告される仕組みとな
っております。
⑼ 監査等委員会に報告した者が当該報告したことを理由として不利な取扱いを受
けないことを確保するための体制
　「内部統制システム構築の基本方針」において、監査等委員会に報告した者に
対して、報告したことを理由に不利益な取扱いを行うことを禁止しており、ま
た、本基本方針は、イントラネットを通じて社内に周知しております。
⑽ 監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払又は償還の手続その他の当
該職務の執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
　監査等委員の職務の執行に必要な費用は会社が負担しており、また、その事務
については監査等委員会事務局が担当し、監査等委員会の請求に応じて速やかに
処理しております。
⑾ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
　監査等委員が求める執行役員会等の重要会議への出席や重要会議の議事録の閲
覧等、監査上必要な事項については適切に対応しております。また、監査等委員
会と代表取締役、その他の役職員及び会計監査人との情報の共有、意見を交換で
きるよう、定期的な会合を設けるとともに、内部監査の監査結果を報告するな
ど、監査等委員会の監査に必要な情報を適時に提供しております。
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株主資本等変動計算書

( 2022年 4 月 1 日から
2023年 3 月31日まで )

（単位：百万円）
株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利益剰余金
その他
資本

剰余金

資 本
剰 余 金
合 計

利 益
準 備 金

その他利益
剰余金

そ の 他 利
益 剰 余 金
建 物 圧 縮
積 立 金

当 期 首 残 高 1,600 327 0 327 400 136
当 期 変 動 額

剰余金の配当
当 期 純 利 益
自己株式の取得
その他利益剰余金の取崩 △8
株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― ― ― ― △8
当 期 末 残 高 1,600 327 0 327 400 127

（単位：百万円）
株 主 資 本

利 益 剰 余 金
そ の 他 利 益 剰 余 金 利益剰余金

合 計構 築 物 圧
縮 積 立 金

機 械 装 置
圧縮積立金

土 地 圧 縮
積 立 金 別途積立金 繰 越 利 益

剰 余 金
当 期 首 残 高 0 0 113 7,000 13,275 20,925
当 期 変 動 額

剰余金の配当 △491 △491
当 期 純 利 益 2,605 2,605
自己株式の取得
その他利益剰余金の取崩 8 ―
株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額)

当期変動額合計 ― ― ― ― 2,122 2,113
当 期 末 残 高 0 0 113 7,000 15,397 23,039
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（単位：百万円）
株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等

純資産合計自 己 株 式 株 主 資 本
合 計

そ の 他
有 価 証 券
評価差額金

繰延ヘッジ
損 益

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △2,147 20,705 42 309 352 21,057
当 期 変 動 額

剰余金の配当 △491 △491
当 期 純 利 益 2,605 2,605
自己株式の取得 △0 △0 △0
その他利益剰余金の取崩 ― ―
株主資本以外の項目の事
業年度中の変動額(純額) 30 △503 △472 △472

当期変動額合計 △0 2,113 30 △503 △472 1,640
当 期 末 残 高 △2,148 22,818 73 △194 △120 22,698

（注）　記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
⒈　資産の評価基準及び評価方法
⑴　有価証券の評価基準及び評価方法
①　関連会社株式 移動平均法による原価法
②　その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの 時価法（評価差額は全部純資産直入法
により処理し、売却原価は移動平均法
により算定）

市場価格のない株式等 移動平均法による原価法
⑵　デリバティブの評価基準及び評価方法 原則として時価法
⑶　棚卸資産の評価基準及び評価方法 移動平均法による原価法（貸借対照表

価額は収益性の低下による簿価切下げ
の方法により算定）

⒉　固定資産の減価償却の方法
⑴　有形固定資産（リース資産を除く） 定率法
　ただし、1998年４月１日以降取得した建物（建物附属設備を除く）並びに
2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採
用しております。
　また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで
償却が終了した翌年から５年間で均等償却する方法によっております。

⑵　無形固定資産（リース資産を除く） 定額法
　ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間
（５年）に基づく定額法を採用しております。

⑶　リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

⒊　引当金の計上基準
⑴　貸倒引当金
　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率によ
り、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能
見込額を計上しております。
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⑵　賞与引当金
　従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づき計上しております。

⑶　役員賞与引当金
　役員賞与の支出に備えるため、当事業年度末における支給見込額に基づき計上
しております。

⑷　退職給付引当金
　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額
に基づき計上しております。退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当
事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によってお
ります。数理計算上の差異については、各事業年度の発生時における従業員の平
均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により按分した額を、そ
れぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

⑸　環境対策引当金
　ポリ塩化ビフェニル（PCB）廃棄物の処分等、環境対策に伴い発生する支出に
備えるため、処分費用見込額を計上しております。

⒋　収益及び費用の計上基準
　当社では、とうもろこしを原料とした澱粉、糖化品、ファインケミカル、副産物
の製造及び販売を行っております。
　これらの製品の販売については、製品の引渡時点において顧客が当該製品に対す
る支配を獲得し、履行義務が充足されると判断していることから、製品の引渡時点
で収益を認識しております。
　取引価格の算定については、顧客との契約において約束された対価から、値引き
額等を控除した金額で算定しております。また、販売費及び一般管理費に計上して
おりました販売手数料は、顧客に支払われる対価として売上高から減額しており、
代理人取引に該当する一部の取引については、顧客から受け取る対価の総額から仕
入先に支払う額を控除した純額で収益を認識しております。
　これらの履行義務に対する対価は、履行義務を充足してから別途定める支払条件
により１年以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりません。

－ 9 －



2023/05/31 12:29:43 / 22947806_日本食品化工株式会社_招集通知
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⒌　重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建短期金銭債務（円建表示の仕入債務。ただし、為替差損益当社帰属の特約
付）については、当事業年度末の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損
益として処理しております。なお、為替予約の振当処理の対象となっている外貨建
金銭債務については、当該為替予約の円貨額に換算しております。

⒍　重要なヘッジ会計の方法
⑴　ヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理を採用しております。なお、為替予約については振当処理の要
件を満たしている場合は振当処理を採用しております。

⑵　ヘッジ手段とヘッジ対象
(通貨関連)
ヘッジ手段………為替予約
ヘッジ対象………外貨建買掛金等
(商品関連)
ヘッジ手段………原油スワップ
ヘッジ対象………燃料購入に係る予定取引

⑶　ヘッジ方針
　当社の内部規程である「市場リスク管理規程」に基づき、為替変動リスク及び
価格変動リスクをヘッジしております。

⑷　ヘッジ有効性評価の方法
　有効性評価の方法は、ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、
ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動とを比較し、両者の変動額等を基
礎にした比率分析により判定しております。
　なお、ヘッジ手段及びヘッジ対象に関する重要な条件が同一であり、相場変動
を完全に相殺できると想定できる場合には、有効性評価を省略しております。

⒎　その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
⑴　消費税等の会計処理
　消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっており、控除対象外消費税
及び地方消費税は、当事業年度の費用として処理しております。

－ 10 －
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⑴　当事業年度の計算書類に計上した金額 1,814百万円

⒈　有形固定資産の減価償却累計額 67,792百万円
⒉　保証債務
金融機関に対するAMSCO社の借入債務 643百万円

⑴　金銭債権 短期金銭債権 2,618百万円
⑵　金銭債務 短期金銭債務 1,095　〃

⑴　営業取引高 売上 11,199百万円
仕入等 37,278　〃

⑵　営業取引以外の取引高 940　〃

(会計上の見積りに関する注記)
⒈　繰延税金資産

⑵　識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
　当社は、将来減算一時差異に対して、予定される繰延税金負債の取崩、予測さ
れる将来課税所得を考慮し、繰延税金資産を見積っております。将来の課税所得
の見積りは、将来の事業計画を基礎としており、そこでの主要な仮定は販売単
価、糖化品等の販売数量などの販売情報、原料とうもろこしのシカゴ相場、原油
相場、為替相場などの主として製造原価に影響する各種指標であります。経営環
境などの変化により、当初の見積りに用いた仮定が変化した場合には、将来課税
所得の変動の影響を受けて繰延税金資産の金額が減少し、計算書類に重要な影響
を与える可能性があります。

(貸借対照表に関する注記)

⒊　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

(損益計算書に関する注記)
⒈　顧客との契約から生じる収益
　売上高については、顧客との契約から生じる収益及びそれ以外の収益を区分して記
載しておりません。顧客との契約から生じる収益の金額は、「収益認識に関する注記　
⒈　顧客との契約から生じる収益を分解した情報」に記載しております。

⒉　関係会社との取引高

－ 11 －
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株式の種類 当 事 業 年 度
期 首 株 式 数

当 事 業 年 度
増 加 株 式 数

当 事 業 年 度
減 少 株 式 数

当事業年度末
株 式 数

発行済株式
普通株式 6,400,000 － － 6,400,000

合　計 6,400,000 － － 6,400,000

自己株式
普通株式（注） 1,481,315 140 － 1,481,455

合　計 1,481,315 140 － 1,481,455

決　　議 株式の種類 配 当 金 の
総 額

１株当たり
配 当 額 基 準 日 効力発生日

2022年６月28日
定 時 株 主 総 会 普通株式 491百万円 100.0円 2022年

３月31日
2022年
６月29日

決　　議 株式の種類 配 当 金 の
総 額

１株当たり
配 当 額 基 準 日 効力発生日

2023年６月28日
定時株主総会 普通株式 885百万円 180.0円 2023年

３月31日
2023年
６月29日

(株主資本等変動計算書に関する注記)
⒈　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加140株は、単元未満株式の買取りによるもの
であります。

⒉　配当に関する事項
⑴　配当金支払額

⑵　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となる
もの

－ 12 －
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繰延税金資産
退職給付引当金 1,268百万円
賞与引当金 423　〃
貸倒引当金 94　〃
未払事業税 55　〃
棚卸資産評価減 54　〃
資産除去債務 36　〃
その他 171　〃
繰延税金資産小計 2,104　〃
評価性引当額 △148　〃
繰延税金資産合計 1,955　〃

繰延税金負債
固定資産圧縮積立金 △106百万円
その他有価証券評価差額金 △32　〃
その他 △２　〃
繰延税金負債合計 △141　〃
繰延税金資産の純額 1,814　〃

法定実効税率 30.6％

（調　整）
交際費等永久に損金に算入されない項目 0.7％
受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △2.7％
海外受取配当金源泉所得税 0.8％
研究費等の法人税額特別控除 △1.7％
評価性引当額の増減 2.5％
住民税均等割 0.3％
その他 △0.8％
税効果会計適用後の法人税等の負担率 29.7％

(税効果会計に関する注記)
⒈　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

⒉　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な
項目別の内訳

－ 13 －
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貸借対照表計上額
（＊１）

時　　価
（＊２） 差　　額

⑴　投資有価証券（＊２）
その他有価証券 144 144 －

⑵　長期借入金（＊３） (200） (199） （△０）
⑶　デリバティブ取引（＊４）
①　ヘッジ会計を適用していないもの (1） (1） －
②　ヘッジ会計を適用しているもの (280） (280） －

区分 当事業年度（百万円）
非上場株式 38
関係会社株式 371

(金融商品に関する注記)
⒈　金融商品の状況に関する事項
　当社は、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入
により資金を調達しております。営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒さ
れております。当該リスクに関しては、当社の与信管理規程に従い、顧客ごとに与信
設定を行うとともに、債権の期日管理及び残高管理を行う体制としております。ま
た、投資有価証券は主として株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把
握を行っております。
　一時的な余裕資金は、短期的な貸付金により運用しております。
　借入金の使途は運転資金及び設備投資資金であります。なお、デリバティブは市場
リスク管理規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。

⒉　金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、
次のとおりであります。

（単位：百万円）

（＊１）「現金及び預金」、「売掛金」、「電子記録債権」、「買掛金」、「短期借入金」、
「未払金」については、短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものである
ことから、記載を省略しております。

（＊２）市場価格のない株式等は、「⑴　投資有価証券　その他有価証券」には含まれておりま
せん。当該金融商品の貸借対照表計上額は以下のとおりであります。

－ 14 －
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区分 デリバティブ
取引の種類等

契約額
（百万円）

契約額のうち
１年超

（百万円）
時価

（百万円）
評価損益
（百万円）

市場取引以外の取引
為替予約取引
買建
米ドル 3,864 48 12 12

区分 デリバティブ
取引の種類等

契約額
（百万円）

契約額のうち
１年超

（百万円）
時価

（百万円）
評価損益
（百万円）

市場取引以外の取引 原油スワップ取引
受取変動・支払固定 141 141 △14 △14

ヘッジ会計の方法 デリバティブ
取引の種類等 主なヘッジ対象 契約額

（百万円）
契約額のうち
１年超

（百万円）
時価

（百万円）

原則的処理方法
為替予約取引

買掛金買建
米ドル 10,533 1,778 △264

為替予約等の振当
処理

為替予約取引
買掛金買建

米ドル 625 － （注１）
合計 11,159 1,778 △264

（＊３）貸借対照表上、短期借入金に含まれている１年内返済予定の長期借入金は長期借入金に
含めて記載しております。

（＊４）デリバティブ取引は、債権・債務を差し引きした合計を表示しております。
（＊５）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

（注）⒈　金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項
⑴　投資有価証券
これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。

⑵　長期借入金
長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想
定される利率で割り引いて算定する方法によっております。

⑶　デリバティブ取引
①　ヘッジ会計が適用されていないデリバティブ取引
⑴　通貨関連

⑵　商品関連

②　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引
⑴　通貨関連

（注）　時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。

－ 15 －
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ヘッジ会計の方法 デリバティブ
取引の種類等

主な
ヘッジ対象

契約額
（百万円）

契約額のうち
１年超

（百万円）
時価

（百万円）

原則的処理方法 原油スワップ取引
受取変動・支払固定

燃料購入
取引 159 159 △16

当事業年度（2023年３月31日） （単位：百万円）

１年以内 １年超
５年以内

５年超
10年以内 10年超

現金及び預金 411 － － －
売掛金 16,229 － － －
電子記録債権 1,495 － － －

合計 18,135 － － －

当事業年度（2023年３月31日） （単位：百万円）

１年以内 １年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内 ５年超

短期借入金 10,793 － － － － －
長期借入金 100 100 － － － －
合計 10,893 100 － － － －

（注１）為替予約等の振当処理によるものは、ヘッジ対象とされている買掛金と一体として処理
されているため、その時価は、当該買掛金の時価に含めて記載しております。
⑵　商品関連

（注）　時価の算定方法　取引先金融機関から提示された価格等に基づき算定しています。

（注）⒉　金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額

（注）⒊　長期借入金及びその他の有利子負債の決算日後の返済予定額

⒊　金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、
以下の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において

形成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価
格により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプッ
ト以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価

－ 16 －
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区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券 144 － － 144
資産計 144 － － 144

デリバティブ取引
ヘッジ会計を適用
していないもの － 1 － 1

ヘッジ会計を適用
しているもの － 280 － 280

負債計 － 282 282

区分
時価（百万円）

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
長期借入金 － 199 － 199

負債計 － 199 － 199

　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらの
インプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレ
ベルに時価を分類しております。

⑴　時価で貸借対照表に計上している金融商品
当事業年度（2023年３月31日）

⑵　時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
当事業年度（2023年３月31日）

（注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明

投資有価証券
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引さ
れているため、その時価をレベル１の時価に分類しております。
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関連会社に対する投資の金額 371百万円
持分法を適用した場合の投資の金額 4,907　〃
持分法を適用した場合の投資利益の金額 301　〃

種類 会社等
の名称 住所 資本金又

は出資金
事業の
内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合(％)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科目
期末残高
(百万円)

親会社 三菱商事㈱ 東京都
千代田区 2,044億円 物品の売買貿易

被所有

直接60.0

当社製品販売
の代理店契約
主要原料の仕
入等

製品の販売 11,016 売掛金 2,358

製品・原材
料等の購入 32,699 買掛金 787

投資有価
証券の売却 516 － －

長期借入金
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味
した利率を基に、割引現在価値法により算定しており、レベル２の時価に分類して
おります。
デリバティブ取引
　為替予約の時価は、為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在価値
法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

(持分法損益等に関する注記)

(関連当事者との取引に関する注記)
⒈　親会社及び法人主要株主等

（注）⒈　取引金額には消費税等が含まれておらず、また期末残高には消費税等が含まれており
ます。

⒉　取引条件及び取引条件の決定方針等
⑴　製品の販売等については、市場価格、総原価を勘案して、一般的取引条件と同様に
決定しております。また、販売高に対して一定の販売手数料を支払っております。

⑵　製品・原材料等の購入については、一般の取引条件と同様に決定しています。
⑶　投資有価証券の売却金額については、第三者機関による株価算定を参考に協議の
上、決定しております。
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種類 会社等
の名称 住所 資本金又

は出資金
事業の
内容
又は職業

議決権等の
所有(被所
有)割合(%)

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額

(百万円) 科目
期末残高
(百万円)

親会社
の
子会社

三菱商事フ
ィナンシャ
ルサービス
㈱

東京都
千代田区 26億８千万円 企業金融業他 なし 資金の貸借 資金の借入 9,865 短期

借入金 9,793

⒈　１株当たり純資産額 4,614円86銭
⒉　１株当たり当期純利益 529円79銭

当期純利益 2,605百万円
普通株主に帰属しない金額 －百万円
普通株式に係る当期純利益 2,605百万円
期中平均株式数 4,918千株

⒉　兄弟会社等

（注）⒈　取引金額には消費税等が含まれておらず、また期末残高には消費税等が含まれており
ます。

⒉　取引条件及び取引条件の決定方針等
三菱商事フィナンシャルサービス㈱に対する利率その他の取引条件については、その
都度交渉の上決定しています。なお、資金の借入及び資金の貸付の取引金額は期中平
均残高を記載しております。

(１株当たり情報に関する注記)

（注）⒈　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載
しておりません。

⒉　１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

(重要な後発事象に関する注記)
　該当事項はありません。
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合計（百万円）

澱粉売上高 14,070

糖化品売上高 40,102

ファインケミカル売上高 2,117

副産物売上高 8,322

顧客との契約から生じる収益 64,612

その他の収益 －

外部顧客への売上高 64,612

当事業年度（百万円）

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 13,144

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 17,724

(収益認識に関する注記)
⒈　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当事業年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）

⒉　顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
　収益を理解するための基礎となる情報は「重要な会計方針に係る事項に関する注記　
⒋　収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

⒊　当事業年度及び翌事業年度以降の収益の金額を理解するための情報
⑴　顧客との契約から生じた債権の残高

(退職給付に関する注記)
⒈　退職給付制度の概要
　当社では、確定給付型の制度として、退職一時金制度を設けております。また、従
業員の退職等に際して、退職給付会計に準拠した数理計算による退職給付債務の対象
とされない割増退職金を支払う場合があります。
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⒉　退職給付債務に関する事項
退職給付債務 4,130百万円
未認識数理計算上の差異 11　〃
退職給付引当金 4,142　〃

⒊　退職給付費用に関する事項
勤務費用 242百万円
利息費用 24　〃
数理計算上の差異の費用処理額 △10　〃
退職給付費用合計 256　〃

⒋　退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
退職給付見込額の期間配分方法 給付算定式基準
割引率 0.6％
数理計算上の差異の処理年数 ５年（発生時の従業員の平均残存勤務期間

以内の一定の年数による定額法によりそれ
ぞれ発生の翌期から費用処理しておりま
す。）

(資産除去債務に関する注記)
　資産除去債務は、主に一部の製造設備の石綿障害予防規則等に伴うアスベスト除去
に係る費用です。

(追加情報)
（当社元従業員による不正行為について）
　2022年10月31日に公表した「当社元社員による不正行為事案の発生について」に
記載の通り、2012年以降、当社元社員が会社資金を着服する不正行為が発覚いたしま
した。これを受けて、当社は、弁護士、公認会計士の外部専門家及び監査等委員である
取締役（独立社外取締役）を主要な構成員とする社内調査委員会を立ち上げて調査を実
施しました。
　当該不正行為について、着服に関わる求償額307百万円を投資その他の資産の「その
他」として計上するとともに、同額の貸倒引当金繰入額を営業外費用として計上してお
ります。また、不正発覚による修正申告に伴う過年度法人税額等59百万円を法人税、
住民税及び事業税に含めて計上しております。
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